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写
真
展 

路
面
電
車
が
語
る
街 

広
島 

 
 
 
-

創
業
・
被
爆
・
復
興
と
そ
の
後- 

  

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
八
月
三
日
、
広
島

電
鉄
の
駅
前
大
橋
ル
ー
ト
が
新
た
に
開
通
し
、

新
し
い
広
島
駅
ビ
ル
の
二
階
に
路
面
電
車
の
駅

が
開
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
の
駅

ビ
ル
に
路
面
電
車
が
高
架
で
乗
り
入
れ
る
の
は

全
国
初
で
、
新
し
い
駅
ビ
ル
の
完
成
と
と
も
に

多
く
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
今
年
は
原
爆
に
よ
る
被
爆
か
ら
八
〇

年
を
迎
え
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
大
正
元
年
（
一

九
一
二
）
十
一
月
二
十
三
日
の
開
業
以
来
、
広

島
の
街
は
路
面
電
車
の
路
線
整
備
・
拡
張
と
と

も
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
原
爆
に
よ
る
被
爆

で
市
街
地
が
壊
滅
的
な
惨
禍
に
襲
わ
れ
な
が

ら
、
わ
ず
か
三
日
で
一
部
区
間
で
の
運
転
を
再

開
し
た
こ
と
は
、
広
島
市
民
を
復
興
に
向
け
て

勇
気
づ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
後
も
数
多
く
の

被
爆
電
車
が
修
復
さ
れ
て
街
を
走
り
、
広
島
の

復
興
を
支
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
展
示
で
は
、
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
と
し
て
広
島
の
街
に
定
着
し
た
路
面
電
車
に

焦
点
を
当
て
、
主
に
鉄
道
史
家
・
長
船
友
則
氏

が
収
集
し
た
絵
葉
書
・
写
真
（
当
館
所
蔵
）
を

も
と
に
し
て
、
広
島
の
路
面
電
車
（
市
内
線
）

の
歩
み
を
た
ど
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

路面電車敷設前の広島市街 
明治 45 年 1月    200407-834 

路面電車の軌道が敷設される直前の状況を
描いた市街地図。広島城の外堀と西塔川が埋め

立てられた様子がうかがえる。 

路面電車開業以前の広島市街 
   明治 43 年 10 月    200407-833 

路面電車の軌道が敷設される前の広島市街

地図。八丁堀から相生橋にかけては広島城の外
堀があり、白島線の軌道敷となる場所も、外堀
である「八丁堀」が残っている。また、白神社

から南は西塔川が流れており、鷹野橋が架かっ
ていた。路面電車の軌道敷になった市街中心部
の道路は、広島城の堀であったことが分かる。 

路面電車開業時の広島市街   大正元年 11 月     200407-835 
大正元年（1912）11月 23日、路面電車が開業した当時の状況を記した市

街地図。広島駅前～己斐（本線）、紙屋町～御幸橋（西塔川線）、八丁堀～白
島（常磐橋線・常盤線）が描かれているが、本線は当初広島駅前～紙屋町間
が開通し、紙屋町～己斐間が開通したのは、2週間後の 12 月 8日であった。

宇品線はまだ開通しておらず、予定線が点線で描かれている。 

一 

路
面
電
車
の
創
業 

  

広
島
の
路
面
電
車
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
六
月
十
八
日
に
広
島
電
気
軌
道
株
式
会
社
と
し
て
設
立
し
、

翌
年
七
月
か
ら
軌
道
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
林
組
の
創
始
者
で
あ
る
大
阪
の
大
林
芳
五
郎
が
設
立
し
た
会
社
で

あ
り
、
多
く
の
関
西
の
私
鉄
と
同
様
、
標
準
軌
（
線
路
幅
一
四
三
五
㎜
）
で
線
路
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
一
月
二
十
三
日
、
第
一
期
工
事
と
し
て
、
ま
ず
広
島
駅
～
相
生
橋
間
（
本
線
）
・
紙

屋
町
～
御
幸
橋
西
詰
間
（
西
塔
川
線
）・
八
丁
堀
～
白
島
間
（
白
島
線
も
し
く
は
常
磐
橋
線
・
常
盤
線
）
が
開
通
し
、

十
二
月
八
日
に
は
、
本
線
が
己
斐
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。
路
面
電
車
を
敷
設
す
る
に
は
、
市
街
地
に
軌
道
用
の
敷
地

を
確
保
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
し
た
が
、
最
初
に
開
業
し
た
路
線
の
大
半
は
、
広
島
城
の
堀
を
埋
め
立
て
て
造

成
し
た
土
地
に
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
当
時
の
地
図
か
ら
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
創
業
期
頃
の
路
面
電
車
の
様
子
に
つ
い
て
、
当
時
の
絵
葉
書
に
写
さ
れ
た
写
真
を
通
し
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。 

《参考文献》 
 『広島電鉄開業 80・創立 50 年史』 

（1992、広島電鉄株式会社社史編纂委員会） 
 『広島電鉄開業 100・創立 70年史』 

（2012、広島電鉄社史編纂委員会） 

長船友則『広電が走る街 今昔』 
（2005、JTB パブリッシング） 

長船友則『原爆被爆前後 広島市内電車運転の推移』 

（2015、あき書房） 
加藤一孝『もう一つの語り部 被爆電車物語』 

（2015、南々社） 

 『被爆電車 75年の旅』（2017、ザメディジョンプレス） 
中田裕一『だから路面電車は生き返った』（2025、南々社） 

ほか 
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開業時の花電車 
     大正元年 11月 23日        200407-833 
上）天満川鉄橋を渡る花電車。 

下）鷹野橋停留場付近を通る花電車。 

すでに各地で路面電車の開業が相次いでいたが、それでも、

電気で軌道敷を走る路面電車の登場は、当時の人々には珍し

かった。着物を着た大勢の人々が、電車を一目見ようと沿線
に繰り出している様子がうかがえる。 

宇品線（宇品堤防線）を走る 100 形電車 
大正中期～昭和初期頃    200407-3122 

宇品西海岸（京橋川左岸）堤防沿いを走る電車。宇品線（宇品堤

防線）の線路は、昭和 10 年（1935）末に堤防より東側の通り（現
在の路線）へ複線で移設された。 

開業時の花電車 
         大正元年 11月 23日     200407-3122 

大正元年（1912）11 月 16 日消印で使用された絵葉書の写真。11

月 23日の開業時には、紙屋町以西はまだ開業しておらず、電車の
背後にわずかに石垣が見えることから、場所は八丁堀～紙屋町間
と推定される。 

開業間もない頃の紙屋町停留所 
大正初期       200407-3122 

交差点の軌道敷内に信号所兼待合所が設置される以

前の開業当初の様子。北側には、広島城外堀の石垣が
切れ目なく残っている。 

袋町停留所を宇品方面に向かう 100 形電車（136 号） 
大正期前半頃        200407-3122 

現在の旧日本銀行広島支店の建物の南側は、「杉の木小路」をはさ

んで国泰寺の境内となっており、境内の北西角には立派な大クスノ

キがあった。この大クスノキの根が張り出していたため、路面電車
の軌道は西側に迂回するように敷かれていた。 

白島線八丁堀停留所付近    
 大正 2年  200407-3122 

白島線（「常磐橋線」「常盤

線」）の線路は、広島城の外
堀「八丁堀」を埋め立てて敷

かれた。現在の白島線は、こ
の線路の東側に戦後の都市
計画によって建設された道

路へ移設されたもの。左側は
西練兵場。 

堺町一丁目養徳院前を通過する 100 形電車（138 号） 
          大正期前半頃      200407-3122 

広島駅～西広島（己斐）を結ぶ路線（本線）は、開業以来、

左官町（現在の本川町）停留所から南へ曲り、堺町一丁目停留

所を経て西へ向かい、土橋筋（現在の土橋）停留所へというル
ートであった。昭和 19 年（1944）12 月 26 日に横川線～江波線
を直線で結ぶ路線ができ、現在の本線のルートに変わったこと

で、この路線は廃止された。 
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二 

路
線
の
整
備
と
拡
張 

❘ 

大
正
～
昭
和
戦
前
期 

❘ 
  

第
一
次
大
戦
さ
な
か
の
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
四
月
、
御
幸
橋
東
詰
か
ら
宇

品
ま
で
を
結
ぶ
路
線
が
新
た
に
単
線
で
開
業
し
ま
し
た
。
広
島
～
宇
品
間
で
は
、

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
五
月
に
山
陽
鉄
道
が
宇
品
線
の
旅
客
営
業
を
開
始
し

て
い
ま
し
た
が
、
軍
用
目
的
で
あ
っ
た
た
め
、
市
民
向
け
の
交
通
機
関
と
し
て
十

分
に
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
五
月
に
は
、
御
幸

橋
に
軌
道
専
用
橋
が
架
け
ら
れ
、
紙
屋
町
方
面
か
ら
宇
品
ま
で
の
路
面
電
車
が
開

通
し
ま
し
た
。 

 

広
島
電
気
軌
道
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
八
月
に
広
島
瓦
斯
と
合
併
し
て

広
島
瓦
斯
電
軌
（
株
）
と
な
り
、
路
線
の
整
備
と
拡
張
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま

し
た
。
十
一
月
に
は
左
官
町
（
現
在
の
本
川
町
付
近
）
か
ら
三
篠
（
現
在
の
横
川

駅
よ
り
東
へ
一
〇
〇
ｍ
付
近
）
ま
で
が
単
線
で
開
通
し
ま
し
た
。
橋
も
整
備
さ
れ
、

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
に
は
御
幸
橋
が
、
同
七
年
十
二
月
に
は
相
生
橋
が
、

軌
道
専
用
橋
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
路
・
軌
道
併
用
橋
へ
と
架
け
替
え
ら

れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
末
に
は
、
京
橋
川
の
堤
防
沿
い
を
走
っ
て
い
た
宇
品

線
が
東
側
（
現
在
の
路
線
）
に
複
線
で
移
設
さ
れ
、
十
三
年
（
一
九
三
八
）
末
に

は
横
川
線
も
複
線
化
さ
れ
、
路
面
電
車
の
路
線
は
順
次
整
備
・
拡
張
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
九
月
の
満
州
事
変
以
降
、
日
中
戦
争
さ
ら

に
は
太
平
洋
戦
争
と
戦
時
体
制
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
く
中
で
、
路
面
電
車
を
取

り
巻
く
状
況
も
大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。 

広
島
瓦
斯
電
軌
か
ら
分
離
設
立
し
た
広
島
電
鉄
で
は
、
徴
兵
に
よ
る
男
性
職
員

の
極
端
な
減
少
に
よ
り
、
電
車
の
運
行
に
支
障
を
き
た
す
事
態
と
な
り
、
電
車
の

乗
務
を
行
う
女
性
職
員
を
養
成
す
る
た
め
、
本
社
近
く
の
御
幸
橋
東
側
に
広
島
電

鉄
家
政
女
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
二
月
二
十
五
日
に
は
、
決
戦
非
常
措
置
要
綱
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
鉄
道
の
旅
客
利
用
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
県
で
は
、
中
学
校

以
上
の
男
子
は
六
㎞
、
女
子
は
四
㎞
以
内
を
徒
歩
通
学
と
す
る
緊
急
指
令
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

一
方
、
軍
事
的
観
点
か
ら
、
広
島
～
宇
品
間
を
直
線
で
結
ぶ
皆
実
線
（
現
在
の

５
号
線
）
を
建
設
す
る
た
め
、
宮
島
線
の
下
り
線
を
撤
去
・
転
用
し
、
同
年
末
に

皆
実
線
を
開
通
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
横
川
駅
か
ら
江
波
の
三
菱
造
船
所
へ
通
う

職
員
の
た
め
、
軍
の
要
請
に
よ
り
、
江
波
線
（
現
在
の
８
号
線
）
が
舟
入
南
町
ま

で
開
通
し
ま
し
た
。 

紙屋町交差点  大正中期～昭和戦前期頃       200407-3122 

左）大正期頃の紙屋町電車停留所。紙屋町から八丁堀方面を見たところ。左側の

並木は広島城外堀跡の土塁。外堀は路面電車の開業に先立って埋め立てられた
が、すでに家並みが建ち並んでいる様子が分かる。 

右）昭和戦前期頃の紙屋町電車停留所。奥に見えるのは昭和 2 年（1927）に営業

開始した芸備銀行本店とその奥が翌年に建設された住友銀行。 

八丁堀「千日前」興行場を通る 
          100 形電車（105 号） 

大正 2 年     200407-3122 

路面電車開業翌年の大正 2 年（1913）、広島

市内で 2番目の活動写真館「帝国館」が八丁堀
（現在福屋百貨店が建っている場所）に開館し

た頃の様子。繁華街としての賑わいを見せ始め
た八丁堀は、大阪の繁華街千日前にあやかって
「千日前」と呼ばれていた。 

八丁堀「千日前」の賑わいと 
         100 形電車（126 号）        

大正期前半頃      200407-3122 

「帝国館」に続いて「日本館」「太陽館」と

相次いで活動写真館が八丁堀に開業した。左
側に新しくできた「日本館」が見える。「帝国

館」は大正 9 年には取り壊されており、それ
以前の様子であることが分かる。 

宇品海岸通り   大正後期頃       200407-3122 

上）単線時代の宇品線（宇品堤防線）の終点付近。右は御幸松で、左に御幸通りが伸びて

いる。電車の奥が宇品終点となる。御幸松は明治 18年（1885）の明治天皇行幸を記念し
て植樹された。松は枯れてしまったが、現在はこの場所付近に、明治 42年（1909）建立

の御幸松記念碑が立っている。 
下）宇品終点付近。 

昭和産業博覧会開催時の紙屋町付近    
         昭和 4年 3～5 月頃 

200407-3122 

 昭和産業博覧会は、日本全国の物産を広く

展示し、産業・貿易の振興をはかるため、広
島市主催で昭和 4 年（1929）3 月 20 日～5

月 13 日に開催された。3 会場に分かれて開
催され、紙屋町の北側にあった西練兵場が第
一会場となっていた。写真左下に紙屋町交差

点を行き交う 100 形電車が見える。 
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昭和戦時期の広島市   昭和 18年 3 月           200407-871 

宇品線は、昭和 10 年（1835）末に御幸橋東詰～宇品間の線路が京橋川堤防沿いより

東側（現在の宇品線の線路）へ移設された。江波線（現在の 8号線）や皆実線（現在の
5 号線）の敷設は昭和 19 年末であり、まだ描かれていない。 

大手町三丁目にて  昭和 20年 8 月 9日 

爆心地から 730ｍの中国配電本店（現在の中

区小町・中国電力）前付近から南方向を写した
もの。この電車は 651 号で、紙屋町方面へ向か

って走行中に被爆。爆風で車体が破壊され、先
頭部が大きく脱線した。しかし、被爆後すぐに
千田車庫で修復され、翌年 3月には復旧した。

現在も「被爆電車」650 形として現役で活躍し
ている。 

撮影：岸田貢宜 
提供：岸田哲平 
広島平和記念資料館平和データベース 

江波終点付近に留置された被爆電車 
昭和 20 年 11月 13日 

原爆被爆当時、江波終点には 7 両の電車

が留置されており、写真にはこのうち 6 両
（156 号・139号・654号・653 号・159 号・
453号の順）が写っている。手前の 156 号

は、現在も江波車庫内に現存する。また、
654・653 号は、「被爆電車」650 形として
その後も現役で長く活躍した。 

撮影：米国戦略爆撃調査団 
提供：米国国立公文書館  
広島平和記念資料館平和データベース 

相生橋を渡る 100 形電車 
       昭和戦前期      200407-3122 

広島県産業奨励館（原爆ドーム）前
を走る 400 形電車 

昭和 20 年 10月 1 日 

文部省学術研究会議が組織した原子爆

弾災害調査研究特別委員会の調査団が到
着したところ。中央に写る電車は 413 号で
紙屋町方面へ向かって右側を走行してい

る。本線は 9 月 7日に己斐～八丁堀間が単
線で運行再開。紙屋町交差点で折り返し運
転を行っていた。 

撮影：林 重男 
提供：広島平和記念資料館  
広島平和記念資料館平和データベース 

 

完成間もない御幸橋を渡る 100 形電車 
昭和 6 年頃       200407-3122 

紙屋町から宇品方面への路線は、開業当初は御幸橋

西詰までであり、大正 4 年（1915）に宇品線（宇品堤
防線）が完成した当時は、御幸橋を徒歩で渡って乗り
継いでいた。京橋川の川幅が広く、御幸橋は「長橋」

とも呼ばれていた。大正 8 年（1919）に軌道専用橋が
できて紙屋町～宇品間が繋がり、昭和 6 年（1931）5
月 28 日に道路軌道併用橋の御幸橋が完成した。広島

市内で最初に完成した併用橋であり、この翌年に併用
橋の相生橋が完成した。 

三 

被
爆
の
惨
禍
と
路
面
電
車 

  

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
六
日
、
早
朝
に
出
さ
れ
た
警
戒
警
報

が
解
除
さ
れ
、
市
民
が
戦
時
下
の
日
常
を
取
り
戻
し
か
け
た
時
、
Ｂ 

が

投
下
し
た
原
子
爆
弾
の
炸
裂
に
よ
り
、
広
島
の
街
は
壊
滅
状
態
と
な
り
ま

し
た
。
路
面
電
車
は
、
在
籍
し
た
一
二
三
両
の
う
ち
一
〇
八
両
が
焼
失
・

破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
電
力
源
と
な
る
変
電
所
も
、
相
生
橋
東
詰
の
櫓
下
変

電
所
が
倒
壊
、
千
田
町
変
電
所
も
送
電
不
能
と
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
惨
禍
に
あ
っ
て
、
復
旧
作
業
は
す
ぐ
に
始
ま
り
、
宮
島

線
は
翌
日
に
は
全
線
が
復
旧
し
ま
し
た
。
市
内
線
の
己
斐
～
西
天
満
町

（
天
満
川
西
詰
）
間
は
、
新
設
軌
道
で
鉄
製
の
架
線
柱
が
倒
壊
せ
ず
に
残

っ
た
た
め
、
架
線
等
を
修
復
し
て
、
八
日
夕
方
に
は
試
運
転
を
行
い
、
被

爆
三
日
後
の
八
月
九
日
に
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。 

 

運
行
で
き
た
車
両
は
少
な
く
、
ま
た
架
線
や
電
柱
等
も
不
足
し
、
復
旧

は
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
広
島
電
鉄
の
残
っ
た
社
員
や
県
内
外
の
鉄
道

か
ら
の
職
員
の
支
援
、
満
長
組
な
ど
電
気
工
事
の
専
門
集
団
、
さ
ら
に
は

暁
部
隊
や
「
東
京
電
信
隊
」
な
ど
軍
の
部
隊
の
協
力
も
得
て
、
市
内
線
の

復
興
は
徐
々
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

 
十
月
十
一
日
、
広
島
駅
～
己
斐
間
が
単
線
な
が
ら
開
通
し
、
主
要
路
線

が
運
行
再
開
し
ま
し
た
。
被
爆
後
わ
ず
か
二
ヶ
月
と
い
う
、
驚
く
べ
き
早

さ
で
し
た
。 

29 
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四 

復
興
を
支
え
た
路
面
電
車 

  

昭
和
二
十
二
～
二
十
三
年
（
一
九
四
七
～
四
八
）
に
は
、
横
川
線
・
江
波

線
・
皆
実
線
が
順
次
復
旧
開
通
し
ま
し
た
。
戦
後
混
乱
期
の
電
力
制
限
と
車

両
不
足
に
よ
り
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
客
が
電
車
の
外
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
乗
車

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

被
爆
翌
年
の
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
は
、
復
興
に
向
け
た
都
市

計
画
が
進
め
ら
れ
、
お
お
む
ね
元
安
川
を
境
に
東
部
を
広
島
市
が
、
西
部
を

広
島
県
が
担
当
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
復
興
事
務
所
を
設
置
し
て
、
復

興
事
業
を
開
始
し
ま
す
。 

 

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
、
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
法
が
成
立
す
る

と
、
新
し
い
都
市
計
画
に
基
づ
い
て
市
街
地
の
主
要
道
路
は
大
幅
に
拡
幅
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
路
面
電
車
の
軌
道
も
移
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
時
活
躍
し
た
電
車
は
、
〝
被
爆
電
車
〟
と
し
て
知
ら
れ
る
六
五
〇
形
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
被
爆
電
車
が
数
多
く
修
復
・
改
造
さ
れ
て
運

行
に
就
き
、
広
島
の
街
の
復
興
を
支
え
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、

新
製
の
全
鋼
製
車
両
が
導
入
さ
れ
、
宮
島
線
と
の
直
通
運
転
を
開
始
す
る
な

ど
、
新
時
代
の
到
来
を
印
象
づ
け
ま
し
た
。 

紙屋町交差点の電停付近 
昭和 22 年     200526-4（『LIVING HIROSHIMA』写真原稿） 

戦後の混乱期、電力事情の悪化で電車の運行にも支障を来していた。

電力不足により電車の本数も減り、また原爆被爆のため稼働可能な電
車の絶対数も少なかったため、ラッシュ時には乗客が車体の外にぶら

さがって乗車する光景が見られた。昭和 21 年（1946）から英連邦占領
軍による進駐が始まり、電車の前面には「SAFTY FIRST 進駐軍の命に
依り 車外乗車禁止」と表記されているのが見える。 

道路の拡幅計画を記した広島復興都市計画図 
昭和 25 年 9月       200407-877 

昭和 24 年（1949）に広島平和記念都市建設法が成立し、市街

地の区画整理とともに主要道路の拡幅が進められることとなっ
た。例えば、路面電車本線の稲荷橋から紙屋町方面への道路（相
生通り）は 14ｍほどであったが、この時の拡幅計画で約 3 倍の

40ｍまで広げられることとなった。 

被爆 3 日後に走った 500 形電車の改造車 700 形 
昭和 43 年 4月 3 日   200407(フィルム№25217） 

広電宇品終点に停車する 701 号電車。500 形電車は、昭和 13 年

（1938）11 月 11 日に千田車庫の火災で 21 両の電車が焼損したのを
受けて、車両不足を補うため、京王電軌から購入した中古の大型木
製ボギー車。原爆被爆時、10 両のうち稼働可能な 3 両が己斐車庫に

あり、いずれも小破であったため、廿日市変電所からの電力供給を
受けて、被爆 3 日後に復旧運行を行った。木製車体であったため、
昭和 23～25 年の間に全て半鋼製車体に改造され、700 形となって戦

後も活躍した。写真の 701 号は、昭和 47 年 3月末で廃車となった。 

広
島
電
鉄
家
政
女
学
校
生
の
被
爆
証
言 

  

広
島
県
立
文
書
館 

で
は
、
平
成
十
五
年 

（
二
〇
〇
三
）
八
月 

二
十
三
日
、
広
島
市 

文
化
財
団
の
主
催
で 

広
島
平
和
記
念
資
料 

館
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト 

事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
被

爆
電
車
で
め
ぐ
る
ヒ
ロ
シ
マ‐

歴
史
と
平
和
を
親
子
で
学

ぼ
う‐

」
を
開
催
し
、
被
爆
電
車
六
五
二
号
に
乗
っ
て
、
被

爆
当
時
、
広
島
電
鉄
家
政
女
学
校
生
と
し
て
電
車
を
運
転
し

て
い
た
藤
井
照
子
さ
ん
（
二
〇
一
四
年
逝
去
）
か
ら
被
爆
証

言
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

藤
井
さ
ん
は
当
時
十
七
歳
。
家
政
女
学
校
専
攻
科
に
在
学

中
で
、
広
島
発
己
斐
行
き
電
車
を
発
車
さ
せ
よ
う
と
し
た
時

に
被
爆
し
ま
し
た
。
男
性
職
員
が
不
足
す
る
中
、
女
性
が
運

転
す
る
の
は
大
変
で
、
重
い
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
手
動
ブ
レ
ー

キ
の
操
作
は
重
労
働
だ
っ
た
こ
と
、
被
爆
の
瞬
間
の
地
獄
絵

や
戦
後
原
爆
症
で
苦
し
ん
だ
こ
と
、
被
爆
時
に
生
き
別
れ
た

子
供
の
消
息
を
案
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
詳
細
に
語
ら
れ
ま

し
た
。 

 

藤
井
さ
ん
の
被
爆
体
験
は
、「
一
ノ
ッ
チ
を
入
れ
た
瞬
間
」

（
『
電
車
内
被
爆
者
の
証
言
』
広
島
電
鉄
株
式
会
社
、
一
九

八
五
）
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
島
駅
前
で
監
督
さ
ん
に

的
場
へ
行
く
よ
う
要
請
を
受
け
、
発
車
し
よ
う
と
し
た
瞬
間

に
閃
光
を
浴
び
ま
し
た
。
気
づ
く
と
車
掌
さ
ん
の
顔
は
水
ブ

ク
レ
の
よ
う
に
な
り
、
監
督
さ
ん
の
姿
も
見
え
ず
、
周
囲
の

旅
館
や
民
家
も
全
部
潰
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
電
停
で
待
っ

て
い
た
乗
客
が
半
狂
乱
に
な
っ
て
腕
に
つ
か
ま
っ
て
き
た

こ
と
や
、
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
男
の
子
を
救
い
出
し
た

が
そ
の
ま
ま
に
す
る
し
か
な
か
っ
た
こ
と
、
バ
ス
の
ス
テ
ッ

プ
に
乗
っ
て
避
難
す
る
最
中
、
男
の
子
が
乗
ろ
う
と
し
て
き

た
が
危
な
か
っ
た
の
で
制
止
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
そ
の
こ

と
を
ず
っ
と
気
に
し
て
き
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
思
い
が
証

言
と
し
て
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。 

藤井照子さん （『広島県立

文書館だより』23 号より） 
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昭和 40 年代の広島市街中心部 
  昭和 43年 5月 9 日   200407（フィルム№26236） 

 紙屋町交差点付近を走る 150 形電車。左側 2 階建の建物が昭和 32

年（1957）にできた広島バスセンター。奥のビルは現在もそのまま残
る第一生命ビル（昭和 35年 10 月竣工）。 

被爆電車 600 形電車 
上）相生橋電停付近（603 号） 
    昭和 42年 4 月 22 日   200407（フィルム№15327） 

下）的場電停付近（602号）。 
    昭和 42年 10月 15 日  200407（フィルム№20831） 

大型車両が少なかった戦時期に、「被爆電車」650形と同じ昭和 17年（1942）に新製導入

した半鋼製ボギー車（3 両）。原爆被爆時、602 号は江波終点で、603号は千田車庫でいずれ
も大破したが、貴重な大型車であることから直ちに修復され、戦後も活躍した。昭和 47年
（1972）3月末に廃車。 

戦前の八丁堀電車通り   昭和 11 年頃       200407-3122 

左側に白島線の分岐線が見える。左のビルは福屋百貨店の旧館。昭和 9

年（1934）に新店舗の建設が決定し、電車通りをはさんだ向かい側に現

在の福屋百貨店が建設されるが、この写真では未着工である。当時の道
路幅は 14ｍであった。 

道路拡幅後の八丁堀電車通り   昭和 30 年代        200014 

立町停留所から八丁堀方面を見たところ（上の写真と同方向）。都市計

画による道路拡幅で、電車通りは 40ｍに広がった。右に福屋百貨店新館
が見える。旧館はすでに取り壊されているが、昭和 28 年（1953）頃まで
は、拡幅された道路に取り残されるように旧館が建つ光景が見られた。 

広島駅前に停車する 200 形電車 
    昭和 36年 8 月 13 日 

200407（フィルム№6716） 

 200 形電車は、150 形電車（大正 14年製）

に続いて、昭和 5 年（1930）に新製導入し

た車両。原爆被爆時は、10 両のうち多くが
運行中であったため被爆損傷したが、いず
れも復旧し、昭和 40 年頃まで活躍してい

た。 
写真の 210 号は広島駅前で大破したが、

翌年に復旧した（昭和 40年 11 月廃車）。背

後に、戦後建てられた広島百貨店が見える。 

己斐～福島町間を走る 650 形 652 号    
昭和 43年 4月 6日  200407（フィルム№25301） 

 被爆時は宇品方面を運行中で、被害は比較的少

なかった。現在も「被爆電車」として現役で活躍
している。 

広島駅前に停車中の 650 形 651 号電車 
昭和 58 年 4月 9 日    200407-5554 

 この当時の電車には、自動車の接触事故を防止す

るため、前面に菱形の警戒塗装が施されていた。 

昭和 40 年代の広島市街中心部 
昭和 42 年 4月 22 日   200407（フィルム№15328） 

 相生橋電停（現・原爆ドーム前）。右側に当時まだ残ってい

たバラックが見える。奥の広告塔が立つビルが、広島市内で最
初のマンションと言われる和田ビル。 
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被爆電車 650 形電車（653 号） 
上）広島駅前を発車した己斐行き。 
昭和 58年 6月 19日  200407（フィルム№100905） 

下）白島線縮景園前を走る白島行き。 
平成 10年 3月 11日  200407（フィルム№178435） 

650 形は昭和 17 年（1942）に新製導入した大型半

鋼製ボギー車で、大阪府堺市の木南車輛製。現在「被
爆電車」として広く知られている。写真の 653 号は、
江波終点で被爆し大破したが、昭和 20 年（1945）12

月に復旧し、以後長く活躍した。現在は、車体が旧塗
装に塗り替えられ、夏季のイベント時などに貸切運行
されている。現在、651 号と 652号が現役でいまも活

躍している。 

被爆電車 650 形（654 号） 
上）広島駅前付近にて。 
    昭和 42年 3 月 19 日 

200407（フィルム№14407） 
下）原爆ドーム前付近にて。 
   平成 15 年 5月 21 日 

200407（フィルム№190831） 

654号電車は、653 号と同じく江

波終点で被爆し大破した。昭和 21

年（1946）2 月に復旧し、被爆電車
として長く活躍した。平成 18 年
（2006）に引退し、現在はヌマジ

交通ミュージアムで静態保存され
ている。 

本線電車通りの両脇に放置された 100形電車の残骸          
昭和 20 年 10月 31日 

 十日市町付近から相生橋方向を写した様子。軌道

敷の右側と左側奥に 100 形電車の残骸が見える。木
製電車であったため、焼け焦げた台車と腰板部分だ
けが残っている。124 号と 127号のものと思われる。 

撮影：米国戦略爆撃調査団 
提供：米国国立公文書館  
広島平和記念資料館平和データベース 

戦後初めて新車として導入した 800 形電車 
          昭和 42年 3月 19日 

200407(フィルム№14402） 

広島駅前を発車した江波行き 801号。800 形は、

昭和 26 年（1951）3 月に 10 両を新製導入した（ナ
ニワ工機製）。801 号は車体改造されて最後まで残

ったが、昭和 58 年に廃車となっている。 

本格的鉄軌道直通車として導入した 850形電車 
昭和 43 年 4月 6 日  200407(フィルム№25403） 

広電己斐～福島町間にて。850形は、市内線と宮島

線を相互乗り入れする本格的な鉄軌道直通車として、

広島復興大博覧会開催前の昭和 33 年（1958）3月に、
3 両を新製導入した。昭和 46 年に 350 形（351～353）
に改番されている。写真の852号は352号に改番され、

現在も現役で営業運転している唯一の車両。 

広電本社車庫に揃った 650 形電車 
平成 28 年 6月 12 日    200407-5554 

路面電車まつりにて。右側の 653 号は、営業

運転からは退き、現在は旧塗装に塗り替えられ
てイベント時のみ運転されている。 

 

木
製
一
〇
〇
形
電
車
が
た
ど
っ
た
道 

  

戦
前
の
絵
葉
書
に
写
る
電
車
を
見
る
と
、
広
島
市
街
地
を
走
る
電
車
は
み
な
小
型
の
木
製
一
〇
〇
形
電

車
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
前
面
に
妻
窓
の
付
い
た
運
転
台
が
客
室
の
外
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
の

タ
イ
プ
の
電
車
を
「
ベ
ス
テ
ィ
ビ
ュ
ー
ル
（
前
室
）
」
付
電
車
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦
後
の
写

真
を
見
る
と
、
昭
和
三
十
年
代
に
走
っ
て
い
る
電
車
は
、
全
て
鋼
製
車
両
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
一
〇
〇
形
電
車
は
、
ど
の
よ
う
な
道
を
た
ど
っ
て
消
え
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
の
創
業
時
、
第
一
次
一
〇
〇
形
電
車
と
し
て
新
車
五
〇
両
が
導
入
さ
れ
、
一

〇
一
～
一
五
〇
の
番
号
が
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
輸
送
力
増
強
の
た
め
、
車
番
を
一
～
五
〇
番
に
改

番
し
た
う
え
で
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
中
古
製
の
第
二
次
一
〇
〇
形
を
三

〇
両
購
入
し
、
こ
れ
に
一
〇
一
～
一
三
〇
の
番
号
を
付
け
、
第
一
次
一
〇
〇
形
を
Ａ
型
、
第
二
次
一
〇
〇

形
を
Ｂ
型
と
称
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
一
〇
〇
形
木
製
電
車
は
計
八
〇
両
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
、
Ｂ
型
三
〇
両
は
、
昭
和
十
三
～
十
五
年
（
一
九
三
八
～
四
〇
）
に
自
社
で
全
て
半
鋼
製
車

の
四
〇
〇
形
に
改
造
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
昭
和
十
三
年
十
一
月
に
千
田
車
庫
で
火
災
が
発
生
し
、
Ａ
型
一
一
両
が
焼
損
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
も
半
鋼
製
車
の
四
五
〇
形
に
改
造
さ
れ
、
木
製
電
車
は
三
九
両
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
木
製
電
車
は
、
原
爆
に
よ
っ
て
そ
の
大
半
が
焼
失
・
損
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
再
生
可
能
な
四
両
は
半
鋼
製
車
に
改
造
さ
れ
て
復
活
し
ま
し
た
が
、
再
生
不
能
な
車
両
は
、

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
一
月
十
九
日
付
で
一
括
廃
車
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
七
月
末
時
点
で

は
、
ま
だ
一
〇
両
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
八
月
中
に
は
全
て
営
業
線
か
ら
引
退
し
、
こ
の
う
ち
五
両
は

鮮
魚
車
や
工
作
車
に
改
造
さ
れ
、
残
り
五
両
も
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
十
月
二
十
三
日
付
で
廃
車

と
な
り
、
一
〇
〇
形
は
完
全
に
姿
を
消
し
ま
し
た
（
次
頁
上
参
照
）。 
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一
〇
〇
形
電
車
の
復
元 

  

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
実
施
さ
れ
た
広
島
県
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
Ｓ
ｕ
ｎ 

Ｓ
ｕ
ｎ 

ひ
ろ
し
ま
」
に
合
わ
せ
、
開
業
時
の
一
〇
〇
形
電
車
（
Ａ
型
）
が

復
元
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
一
〇
〇
形
電
車
は
姿
を
消
し
て
い
た
た
め
、
当
時
を
知
る

元
乗
務
員
に
も
聞
い
て
再
現
し
ま
し
た
。 

 

一
〇
〇
形
電
車
は
小
型
で
、
二
本
の
車
軸
で
走
る
「
単
車
」
で
し
た
が
、
再
現
す
る

た
め
の
台
車
・
台
枠
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
当
時
、
大
芝
公
園
交
通
ラ
ン
ド
（
広

島
市
西
区
）
に
静
態
保
存
さ
れ
て
い
た
一
五
七
号
電
車
を
使
用
し
て
製
造
さ
れ
ま
し
た
。 

紙屋町交差点を走行する 31 号電車 

大正期後半～昭和初期頃 
200407-3122 

31 号電車は、100 形電車 A 型の 131 号。

昭和 13 年（1938）に発生した千田車庫の
火災で焼損した後、昭和 14 年に半鋼製車
の 450 形に改造され、455 号となった。 

広島電鉄本社前を走行する 455 号電車    

昭和 20 年頃 

455号は被爆時、宇品にあって損傷は比較

的少なかったため、被爆 2 か月後の 10 月に

は運行再開した。昭和 44年 10 月末廃車。 

撮影：川本俊雄 
提供：川本祥雄  
広島平和記念資料館平和データベース 

 

袋町停留所を走行する 108 号電車 

大正初期頃   200407-3122 

路面電車開業時にデビューした 108 号は、被爆時に

は台車のみの状態で千田車庫にて休車中であった。 

宇品終点に停車中の 462 号電車 

       昭和 43年 4月 3 日             
200407（フィルム№25116） 

昭和 24 年（1949）、108 号の台車をもと

に半鋼鉄車へと改造したのが 462 号電車。
昭和 44 年 10 月末廃車。 

八丁堀千日前を走行する 130号電車（右） 
大正期前半頃   200407-3122 

100形電車 A 型の 130 号は、大正 9 年（1920）

に B 型電車導入に伴い、車番を 30 号に改番。
昭和 13 年（1938）の千田車庫火災で被災し、

他の被災電車とともに、昭和 14 年に半鋼製車
の 454 号に改造された。 

荒神橋付近を走行する 454 号電車 

       昭和 37年 3 月 4日 
200407(フィルム№7807） 

454号は被爆時、宇品にあって「小破」

にとどまった。昭和 22 年（1947）3 月に
復旧し、戦後も活躍した。昭和 44年 10月
末廃車。 

横川線の横川新橋を渡る 156号。 
昭和 41年 1月 8日  200407(フィルム№11329） 

江波車庫で動態保存中の「被爆電車」156 号 
平成 14 年 10月 20日   200407-5554 

650 形とともに〝もうひとつの被爆電車〟として知ら

れている。653・654号とともに江波終点にて被爆したが、
翌年 3 月に復旧した。156 号は、昭和 27 年（1952）10
月に車体更新されたが、46年 5 月に廃車除籍された。し

かし、その後保存の声が上がり、昭和 62 年 7 月に整備・
復籍し、一時江波～横川間で営業運転された。現在は、
営業運転していないが、令和 2年（2020）11 月に開催さ

れた「ひろでんの日」では、33 年ぶりに復活運転がなさ
れた。単車の被爆電車として残る唯一の車両である。 

＊単車…一つの車体を 2 本の車軸のみで走る車両のこと。 
これに対し、現在走る電車は、回転可能な装置を

もつ 2 軸 4 輪などの台車（ボギー台車）を 2～3
組使用しており、これをボギー車と呼んでいる。 

100 形復元電車 101 号 
上）運行開始日、広島駅前でのセレモニー。 

昭和 59 年 4月 15 日   200407-5554 
下）白島線家庭裁判所前を走行する 101 号電車。 

平成 12 年 7月 9 日   200407-3586 

唯一残る単車の被爆電車 150形（156 号） 
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五 

そ
の
後
の
歩
み 

  

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月
、
戦
後
復
興
の

一
つ
の
区
切
り
と
し
て
「
広
島
復
興
大
博
覧
会
」
が
開

催
さ
れ
、
時
代
は
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
て
大
き
く

復
興
を
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
車
社
会

の
到
来
に
よ
り
、
路
面
電
車
は
次
第
に
都
市
の
道
路
交

通
を
妨
げ
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
地

で
路
面
電
車
が
廃
止
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

し
か
し
、
広
島
で
は
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
廃
止

さ
れ
た
路
線
か
ら
大
型
の
中
古
車
両
を
大
量
に
購
入

し
て
輸
送
力
を
確
保
し
、
ま
た
、
軌
道
敷
内
へ
の
諸
車

の
乗
り
入
れ
を
禁
止
す
る
な
ど
、
路
面
電
車
の
維
持
に

向
け
て
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。 

 

〝
動
く
電
車
博
物
館
〟
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
各
地
の

路
面
電
車
が
往
年
の
姿
の
ま
ま
に
盛
ん
に
行
き
交
う

光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
新
型
の
超
低
床
連

接
車
の
導
入
が
進
み
、
人
や
環
境
に
優
し
い
新
た
な
軌

道
系
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
〝
Ｌ
Ｒ
Ｔ
〟
（L

i
gh
t Ra

il 

T
r
an
si
t

）
と
し
て
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。 

己斐停留所付近    昭和 39年 5 月 9日 
200407（フィルム№10313） 

旧線の右側（南側）で新己斐橋の建設が進められた。 

己斐橋軌道専用橋を渡る「被爆電車」653 号 
昭和 39 年 5月 9 日 

200407（フィルム№10306） 

軌道移設が終わった新己斐橋 
     昭和 39年 11 月 28 日 
     200407（フィルム№11010） 

 昭和 39 年（1964）6 月 10 日に開店し

たターミナルビル広電会館の屋上から
撮った新己斐橋の様子。 

太田川放水路の造成に伴って、路面
電車の己斐鉄橋の架け替え工事が進
み、同年 9 月、新己斐橋への軌道移設

が完了した。橋の左側に旧線を撤去し
た跡がうかがえる。 

市役所前を発車した 2003号 
昭和 36 年 12月 3 日 200407（フィルム№7705） 

2000 形は鉄軌道直通車として導入した電車で、

昭和 35 年（1960）3 月に 3 両（2001～2003）を新
製導入。兵庫県尼崎市のナニワ工機で製造された
が、昭和 37年以降は広島電鉄が自社で製造した。 

八丁堀電停に停車する 2000 形連結車 

平成 11 年 6月 18 日   200407-5554 

2000 形は、導入当初 1 両で運転していたが、

昭和 49 年（1974）に兵庫県西宮市の武庫川車輌

工業で 2 両連結化への改造が行われた。現在は
ほとんどの車両が廃車となり、写真の 1 編成
（2004･2005 号）のみが残る。平成 21年（2009）

10 月をもって、営業運転は終了している。 

広島駅前に到着する 3004号 
平成 11 年 5年 29 日                        

200407-5554 

3000 形は、西日本鉄道福岡市内線を走っ

ていた 2 両連接車を購入し、3 両連接車に

改造したもの。昭和 51 年（1976）に 2 編
成を購入し、福岡市内線が廃止された昭和
54 年以降に計 10 編成を追加購入した。宮

島線直通車の主力として活躍したが、現在
は 1 編成（3002 号）のみが残り、市内線で
運行している。 

土橋付近を走行する江波行き 602号 
600 形(2 次) 

平成 13 年 7月 18 日  200407-5554 

旧型の 1 次 600 形電車が昭和 47 年（1972）

に全車廃車となったあと、昭和 51 年に西日本
鉄道北九州市内線から 3両を購入移籍させたも
の。製造時は 3 扉だったが、ワンマン化に合わ

せて 2 扉に改造している。現在は写真の 1 両
（602 号）のみが在籍し、現役で運行している。 

新己斐橋完成前の様子   昭和 35年 9 月 
200407-889『広島市全図』 

太田川放水路の建設は、福島川を埋め立て、

山手川を拡張して建設された。昭和 29年（1954）
から始まった福島川の埋め立て工事が進んだ様
子が、地図にも描かれている。 

新己斐橋完成後の様子   昭和 42年 6月 

200407-890『最新都市精図 広島市』 

太田川放水路が完成した昭和 42年（1967）

当時の様子。路面電車は観音町から己斐へ直

進していた線路が廃止され、観音町から南下
して平和大通りを通り、新己斐橋を渡るルー
トに移設されている。 

鉄軌道直通車 2000 形 

初めて導入した 3 両連接車 

西鉄北九州市内線からの移籍電車 
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広
島
の
路
面
電
車
を
支
え
た 

 
 
 
 
 
 
 

大
型
移
籍
電
車 

  

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
押
さ
れ

て
、
多
く
の
都
市
で
路
面
電
車
が
廃
止
に
追

い
込
ま
れ
る
中
、
広
島
で
は
軌
道
敷
へ
の
諸

車
の
乗
り
入
れ
を
禁
止
す
る
措
置
が
取
ら

れ
、
ま
た
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
以
降
、

他
都
市
か
ら
安
価
な
中
古
の
大
型
車
両
を

購
入
し
、
さ
ら
に
ワ
ン
マ
ン
化
を
図
る
な
ど

の
経
営
努
力
を
行
う
こ
と
で
、
定
時
運
行
の

確
保
と
輸
送
力
の
増
強
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
時
期
以
降
に
お
け
る
広
島
の
路
面

電
車
の
運
行
を
支
え
た
の
が
、
各
地
か
ら
来

た
移
籍
電
車
で
し
た
。
昭
和
四
十
年
～
四
十

三
年
に
大
阪
市
電
七
五
〇
形
を
二
二
両
導

入
し
た
の
を
は
じ
め
、
神
戸
市
電
や
西
日
本

鉄
道
・
京
都
市
電
な
ど
か
ら
多
数
の
大
型
ボ

ギ
ー
車
を
購
入
し
ま
し
た
。
一
方
、
戦
後
の

復
興
を
支
え
た
一
五
〇
形
や
二
〇
〇
形
・
四

〇
〇
形
・
四
五
〇
形
な
ど
の
小
型
の
単
車
電

車
は
廃
車
と
な
り
、
広
島
の
路
面
電
車
は
移

籍
電
車
を
中
心
と
す
る
大
型
ボ
ギ
ー
車
で

担
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

他
都
市
で
活
躍
し
た
電
車
が
行
き
交
う

広
島
の
街
は
“
動
く
電
車
博
物
館
”
と
ま
で

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
近
年

は
、
新
製
の
超
低
床
連
接
車
が
多
数
導
入
さ

れ
る
に
従
っ
て
移
籍
電
車
も
廃
車
が
進
み
、

現
在
で
は
ご
く
わ
ず
か
な
車
両
を
残
す
の

み
と
な
り
ま
し
た
。 

左）大阪駅前を行く大阪市電時代の 750 形         200407-3588 

左は三代目の大阪駅ビル。駅前正面（写真の右端）に大阪駅前の停留所があった。 

右）皆実町三丁目交差点付近にて 652 号（左）と 762号（右） 

                 昭和 42年 2月 4 日   200407（フィルム№13226） 

「被爆電車」の 650 形と旧大阪市電移籍電車の 750 形は、ともに大阪府堺市の木南車輛製造

の電車。並んで見ると車体の形状がとてもよく似ている。 

鷹野橋にて 762号電車   
平成 12 年 5月 3 日   200407-5554 

広島電鉄が廃止した他都市から最初に購入した大

型中古電車。昭和 40～43 年（1965～68）に、大阪市
交通局から 22 両購入した。かつては、市内線を多数

の 750 形が行き来していたが、現在残るのは 762 号
のみである。 
762号は、昭和 4年（1929）に散水車として製造さ

れたが、その後昭和 15 年 9月に大阪府堺市の木南車
輛製造で旅客用に改造され誕生した。「被爆電車」の
650 形は、昭和 17 年に同じ木南車輛で製造されてお

り、車体の形状がよく似た兄弟電車である。また、
この 762 号は、昭和 20 年（1945）6 月 1 日、大阪市
大正区の福町車両工場でＢ29 の爆撃を受けて被災

し、廃車の危機を乗り越えた経歴を持つ「大阪大空
襲被災電車」でもある。 
広島新駅ビル「ミナモア」にできた新しい電停に、

この電車が試運転で最初に乗り入れた。 

皆実町三丁目交差点にて 759号（手前） 

   昭和 42 年 2月 4 日   200407（フィルム№13208） 

貨 50形 51 号電車 

 イベントやキャンペーンなどの際に花電車と

して走る貨 50 形 51 号電車は、元は昭和 40 年

（1965）に大阪市電から移籍した 759 号電車で
あり、昭和 55年に腰板部から上を取り払って無
蓋貨車に改造したもの。 

 実はこの電車も、昭和 20 年 3 月 14 日の大阪
大空襲で被災した電車である。 

千田町にて 
平成 28 年 9月 17 日   200407-5554 

白島線 八丁堀電停に停車する 913 号 

平成 15 年 8月 19 日   200407-5554 

大阪市電が全廃される前年の昭和 44 年（1969）に購入

した電車で、大阪市交通局から計 14 両を移籍導入した。 

購入時すでにワンマン化されており、広電で最初のワ
ンマン化が実施された白島線で使用された。 
現在残るのは、この 913 号のみとなっている。 

広島市役所前にて 582 号   平成 9 年 5月 4 日          200407-5554 

旧神戸市電 570形は、昭和 46 年（1971）の神戸市電廃止を受けて、同年末に神戸市交

通局から 17両購入したもの。いずれも大正末から昭和初めにかけて製造された古い車両
であるが、昭和 30年代に車体改造されている。現在はこの 582号 1両のみが残っている。 

582号は、「被爆電車」156 号と同じ大正 14 年（1925）製造。昭和 35 年に車体改造を

受けているものの、現役で走る電車としては最古老。また、神戸大空襲を経験した生き
残り車両でもある。全長が 13ｍ以上ある大型車両であり、選挙期間やキャンペーンなど
では、花電車としても活躍している。 

旧大阪市電 900 形 913 号電車 

旧大阪市電750形762号電車 

旧神戸市電570形582号電車 
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「
広
島
市
の
路
面
電
車 

未
来
へ
の
夢
」 

  

令
和
七
年
八
月
三
日
、
広
島
駅
ビ
ル
（
ミ
ナ
モ

ア
）
の
二
階
に
、
路
面
電
車
の
広
島
駅
が
開
業
し

ま
す
。
路
面
電
車
が
Ｊ
Ｒ
の
駅
ビ
ル
に
高
架
で
乗

り
入
れ
る
の
は
全
国
初
で
す
。 

駅
前
大
橋
ル
ー
ト
の
計
画
は
、
平
成
十
一
年

（
一
九
九
九
）
十
一
月
の
広
島
市
策
定
「
新
た
な

公
共
交
通
体
系
づ
く
り
の
基
本
計
画
に
つ
い
て
」

の
中
で
盛
り
込
ま
れ
、
広
島
駅
南
口
か
ら
中
心
市

街
地
で
あ
る
八
丁
堀
・
紙
屋
町
方
面
へ
の
速
達

性
・
定
時
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

本
展
で
使
用
し
た
写
真
の
寄
贈
者
で
あ
る
長

船
友
則
さ
ん
は
、
か
つ
て
新
聞
の
連
載
記
事
の
中

で
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
夢
を
語

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
お
お
よ
そ
夢
の
と
お
り
に
実
現
し
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。 

左）広島駅前にて クリスマス電車 平成 12年 12月 22 日 
右）原爆ドーム前にて      平成 14年 10月 20 日 

200407-5554 

 
 

200 形電車 238 号は、昭和 63 年（1988）に、西ド

イツハノーバー市から、姉妹都市提携 5 周年を記念し

て広島市を通じて贈呈された電車。1928 年に製造さ
れた古い車両で、第二次大戦の際にハノーバー市で空
襲を受けた際に焼失した。その後被災した電車をまと

めて統一規格で新たに 270 両製造されたうちの 1両。
この電車は、ドイツで現役引退後、ハノーバー市の電
車博物館で展示されていた。窓が開かず、冷房装置も

ないため、主に冬季に運行されており、年末にクリス
マス電車として見ることができる。 

アストラムライン建設工事中の 
  紙屋町交差点を通行する 1103 号 

 平成 5年 7月 30日   199903-2 

本通にて 1156号   平成 16年 9月 24日 200407-5554 

1150 形は、1100 形と同時に神戸市交通局から 7 両購入

した電車。昭和 30 年（1955）以降に神戸市兵庫区の川崎

車両で製造された電車であるが、廃車が進み、現在残って
いるのはこの 1156 号のみ。元は 582 号と同じ深緑色のツ
ートンカラーであったが、かわいい動物の絵が描かれてい

る。昭和 52 年（1977）に西ドイツハノーバー市を訪れた
国際青少年協会の子供たちがハノーバー市を走る動物電
車に感動したのがきっかけで、広島電鉄の協力を得て、同

様の絵を描いたという。旧神戸市電の貴重な現役車両でも
ある。 

京都駅前を走る京都市電の電車 
       昭和 49年 3 月 20日 

200407（フィルム№48003） 

背後に見えるのが京都駅の旧駅舎。

京都市電は、昭和 53年（1978）までに
全線が廃止された。当時、軌道敷には

自動車が多数乗り入れており、道路交
通の障害と見なされたことから市電廃
止につながった。 

広島で活躍する旧京都市電 

左上）広島駅前を発車する 1904号「かも川」   平成 11 年 5月 3 日 
 左下）移籍したばかりの旧京都市電 1923 号電車（広電 1907号） 
    江波車庫にて     昭和 52 年 11月 23日   200407-5554 

京都市電時代の車両は、前面の方向幕の形状と扉の色が違う。旧京都市

電 1900 形は、昭和 51 年（1976）に 2 両、市電全廃後の 53 年に 13 両が導
入された。昭和 54 年に愛称が募集され、車体に「金閣」「銀閣」などの愛

称が表示された。一部の車両は廃車となったが、性能が良い電車であるた
め、現在も 11 両が在籍し、現役で活躍している。 

200 形電車 238 号 

旧京都市電 1900 形 

旧神戸市電 1150形 1156 号電車 
里帰りした旧神戸市電 1103 号電車 
    神戸市兵庫区御崎町 御崎公園内
（「ノエビアスタジアム神戸」北隣） 

旧神戸市電 1100 形は、広島電鉄が昭和

46 年（1971）に計 5 両購入した。平成 13
年（2001）までに全て廃車となったが、こ
のうち 1103 号電車は、現在神戸市兵庫区

の御崎公園内に移され、神戸市電の歴史を
物語る遺産として、保存されている。 
車体のうち、片方の方向幕が神戸市電時

代のスタイルに戻されているが、もう一方
の方向幕は、広電時代の大きい方向幕のま
まとなっている。 

この場所は、神戸市電の和田車庫跡地で
あり、30 年間広島の地で走り続けたのち、
文字通りの里帰りとなった。 

広島県立文書館  令和 7 年度 収蔵文書の紹介展 

写真展 路面電車が語る街 広島－創業・被爆・復興とその後－ 
  令和 7 年（2025）7 月 8 日  〒730-0052 広島市中区千田町三丁目 7—47 広島県情報プラザ内 広島県立文書館 （担当 西向宏介） 

        TEL 082-245-8444 FAX 082-245-4541 Email monjokan@pref.hiroshima.lg.jp 

「
現
在
、
稲
荷
町
交
差
点
か
ら
駅
前

大
橋
を
渡
っ
て
駅
に
至
る
新
路
線
へ

の
移
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

構
想
が
実
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
電

車
停
留
場
の
み
で
な
く
広
島
駅
も
含

め
て
一
体
化
し
た
改
善
が
必
要
で
は

な
い
か
。
広
島
駅
を
橋
上
化
し
、
駅

ビ
ル
三
階
と
橋
上
駅
に
南
北
を
自
由

に
通
行
出
来
る
通
路
を
作
る
。
そ
し

て
電
車
停
留
場
を
駅
ビ
ル
三
階
に
合

わ
せ
て
高
架
化
し
、
横
川
駅
の
よ
う

に
駅
ビ
ル
三
階
入
り
口
に
向
け
て
電

車
の
乗
降
場
を
設
け
る
。（
略
）
こ
れ

ら
に
よ
り
、
東
西
に
走
る
車
は
電
車

に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
交
通
は

円
滑
に
な
り
、
か
つ
電
車
も
信
号
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
出
発
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
」 

 

（『
朝
日
新
聞
』
平
成
二
十
一
年
二
月
七
日 

 
 
 

「
新
・
十
色
つ
れ
づ
れ
」
よ
り
） 

令和 7 年（2025）8月 3 日の開業をひかえた路面電車の広島駅 


